
・（雑賀崎幼稚園では）幼稚園で一人一人が大切に
育てられてきているので児童たちが優しくできる
し温かい。5 年生は 9 人のうち 8 人が雑賀崎幼稚
園出身で個性も豊かで、支援の必要な児童もいる
が、全員が意見を言えるまで待つ、声をかけるな
どして全員の児童が意見を話している。高学年を
担当していて幼児をみると色々な支援を考えるが、
幼稚園で育ってきた姿をみると色々な経験をして
いるのが分かるのでそれを基に伸ばしたい。

◇丁子より
・良いエピソードを共有し協議を共有できた。
・教員同士で子供の育ちと学びについて互恵性を
持って学び合い、9 年間について見通しを持って
共有できればうれしい。
・１０の姿は小学校はそこから学びが小学校では
どう積み上がっていくか、幼児は１０の姿のうち
どの程度ができている所を教員は考えていきたい。
・子供の育ちにおいて幼児に基礎ができるが、小
学校が臨界期と言われることが多いので、幼稚園
教育と小学校教育を大切にしたい。
・雑賀崎では、少人数で子供たちを丁寧に連携し
てきているので、この 9 年間を通して見通しを持
てると思っている。

４ 次回から（丁子・奥村先生）
雑賀崎幼稚園・小学校の教育として現状を継続し
ながら、子供の主体的な学びを行う、子供が興味
を持ったことを子供自身が探索する研究をしてい
きたい。9年間のスパンで、それぞれの教育・保育
の質を向上し、子供の学びを広げ・深めていくた
めに幼小の育ちと学びについて共有する。雑賀崎
での子供主体の教育を深めていくために、来年度

 
1 「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方につ
いて（報告）」文部科学省

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toush
in/__icsFiles/afieldfile/2011/11/22/1298955_1_1.pdf 

は、他の小規模校・園とも連携していくことも考
えている。

Ⅳ 共同研究の結果と成果
・小学校での異年齢の取り組みと幼児との交流を
通して児童の育ちが確認できた。
・幼小の教員間でそれぞれの発達過程・段階にお
ける遊びから学習活動へのつながりについて事例
を基に活動の共通理解が持てることで、担当する
子供達への指導等に役立てられることが明らかに
なった。
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を参考
に協議を行ったことで、子供の学びと育ちについ
て、幼小で共通の観点を持って言語として明確化
できた。
・幼小交流及びエピソード記録を基に協議を行っ
たことで、児童の学びのみならず育ちにも焦点を
当てて、教員間で評価できた。
・教員間で手立てを共有することで、教育・保育
の質の向上に役立てられる。
・全員で 9 年間を通して各年齢の子供について共
通理解を促すため、思いを話し合える同僚性の育
みとなり、そのことで、児童と幼児の理解が深ま
る。

以上より、隣接する小規模校における幼稚園・
小学校教員の共同研究を通して、それぞれの教員
の資質向上及び子供たちの教育と保育の質の向上
を明確にしていきたい。

（研究協力者：学部 3年生 多田勇斗 宮井菜緒）

(2021.2現在) 
2 科研費での調査であるため別途報告する。2021.11.12
テレビ和歌山放映などでも紹介された。 

 

 

子どもたちが自ら学びを生み出すための図工科授業のデザイン（Ⅲ）
研究代表者：寺川剛央（和歌山大学），大学共同研究者：永沼理善（和歌山大学）

共同研究者：西原有香莉（和歌山大学教育学部附属小学校）、笠原 彩（和歌山市立楠見東小学校）、南出苗央（和歌山市
立野崎西小学校）、村山優子（紀の川市立安楽川小学校）
 

研究の目的

前回の研究では，小学第５学年の児童を対象にワイ

ヤーを素材とした題材開発をし，実践と検証を行った。

活動の過程においては，それぞれのもつ感性に基づき，

自分なりの「表したい」ことを見つけ，その実現に向け

て試行錯誤し，個性的で多様な表現を生み出していく児

童の姿が見られた。そのような姿を引き出すには，共通

でありながら表現の自由度が高いテーマ設定や意図的

に設定した鑑賞の時間における必要に応じた言語化が

効果的であることが明らかとなった。

また，感性を育てることに重きをおき，感性的な対話

の充実を目指して素材に関する知識・技能を培う造形遊

び的な造形活動から，立体の表現活動へと移行する題材

構成を行なった。そういった題材構成により，子どもた

ちが全身の感覚を働かせて素材や場，空間とより豊かに

関わり合いながら立体の表現活動に取り組む姿が見ら

れた。その姿は，まさに，自分なりの「表したいこと」，

つまり，自分なりの課題を見つけ，そして自ら学びを生

み出し活動する姿であった。

しかし，そのような創造的に物事を見，自ら感性的に

ものやことと関わっていく姿は，図画工作科の教科内や，

その題材で扱った素材，またはその題材のレベルでのみ

発揮されにくいことが課題として浮かび上がってきた。

自ら価値や意味を創造し，生活を豊かにしていく資質・

能力の育成を目指していく上では，弱いと感じる。前回

同様，未来を切り開いていく資質・能力に目を向けた時，

図画工作科では，「創造性」の育成が重要であり，それ

が生きて働く資質・能力にまで押し上げる必要があると

考える。そこで，題材の構成のみに留まらず，カリキュ

ラム・デザインの視点も取り入れ，図画工作科の独自性

を生かしながら，汎用的スキルの育成を目指し，具体的

な題材の開発と，実践・検証を行なった。

．題材の実践報告

本実践は，和歌山大学教育学部附属小学校５年生を対

象に行った。 

２．１．題材について

「もようをデザイン〜見つけてつくろう 自分だけのいい形〜」

西洋の歴史的な建造物やナイフ，フォークなどには模

様がついており，日本でも，昔の服（着物）には，全て

模様がついていた。それらの模様は，植物をはじめとす

る自然界に存在する形を由来としたものが多く，装飾芸

術により，日常生活の中に自然が模様と化し，ごく当た

り前に存在している。日本の伝統模様に着目してみると，

「鹿の子」や「唐草」などがある。それらは，蔓や子鹿

の背中のまだら模様などから生み出されていることか

ら，模様は，生活する中で見てきた形の記憶をもとに作

り出されたものであるともいえるだろう。 

模様のもととなる“形”は，身の回りの世界に潜んでい

る。個々のもつ感性により，よさが見出された瞬間，そ

の“形”は特別なものとして存在し始めるのである。こ

のように，まずは，身の回りの世界に働きかけることで，

自分にとって価値ある形見つけをしていく。 

そして，見つけた“形”を，ある一定の規則で並べ“模

様”へと変化させる。一つの形が決まったリズムで並ぶ

ことにより，形に対する新たな印象を受けると共に，こ

れまでとは異なる造形的なよさを感じることになるだ

ろう。また，並べ方も多様なパターンがあり，その構成

の仕方によって，表現の広がりが期待できる。 

それぞれのもつ感性を働かせ，これまで見てきたはず

のものを改めて見ることで，そのものがもつ造形的なよ

さを見出したり，それをさらに作り変え新たな価値をつ

くり出す体験をしたりすることで，生活の中の造形のよ

さに気づき，自ら形や色などに関わり，より豊かな生活
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を創造しようとする見方・考え方を育むことができると

考える。 

２．２．カリキュラム・デザイン

２．２．１教科内におけるカリキュラム・デザイン

図画工作科には，表現および鑑賞の活動の中で，共通に

働いているものとして，「形」「色」「イメージ」があげら

れている。また，これらは，身の回りの環境と自ら関わ

り，世界を認識していくための基盤となるものである。

このような事実から，「形や色」を中心に指導事項を整理

し，子どもが自分なりのイメージをもちながら，表現及

び鑑賞の活動をより豊かに展開していくような題材配

列を計画する必要があると考えた。 

上記のことを踏まえ，本題材の活動によい影響を与え

るであろうことを予測し，１学期に「もようコレクショ

ン」という題材を設定した。この題材は，身の回りにあ

る模様を探し，標本のように模様を集めていくというも

のである。子どもが見つけた模様は，図１のようなもの

である（図１）。 

しかし，この題材では，図１のような模様だけでなく，

自然の中にある模様にも目を向けていく。例えば，木製

の机の表面にある “木目”や，金魚の体の表面を覆って

いるうろこなどである。それらのアウトラインをなぞる

と模様となる。これらのように，人がデザインしつくり

出した模様に止まらず，自然がつくり出したものも模様

として見ていくのである。このような見方で世界を子ど

もたちが見始めた時，見つけた模様は図２のようなもの

である。このような見方をしていくことで，子どもたち

の日常がより豊かになるのではないだろうか。それは，

図３の感想からも，可能性を感じている。 

「もようコレクション」で身につけた，回りの世界への

働きかけ方（身の回りのものに対する見方を変え，浮か

び上がる線などから「形」を捉えていく見方）が，次の

題材の学びを深めることによい影響をもたらすと考え

た。 

２．２．２ 他教科とのカリキュラム・デザイン

２０２０年東京オリンピックのエンブレムや，近年，爆

発的に人気を博しているアニメのキャラクターには，日

本の伝統的な模様である「市松模様」があしらわれてい

る。そこで，CHANGE（総合的な活動の時間）において，

日本の伝統的な模様をとりあげ，学びを進めている。日

本の伝統的な模様を知っていく中で，子どもたちは，共

通点を見つけ出した。それは，以下の５点である。 

 
①同じ形が繰り返されていること 

②その形には，元になっているものがあること 

③形が同じ並べ方の繰り返しになっていること，または

敷き詰められていること 

④直線が多いこと 

図１：子どもが見つけた模様

図２：自然にあるものから見つけた模様

図３：模様見つけをした子どもの感想
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⑤模様には，意味があること 

 
上記５点のうち，④以外の４点は，図画工作科における

模様づくりをする際に，必要な知識として活用されるこ

とになる。また，模様は日常の中に根付いているもので

あるという装飾に関する知識を CHANGE で獲得し，図

画工作科で模様作りの造形活動を通して，さらに装飾芸

術の理解を深めていく。 

また，図画工作科において経験した模様づくりの活動

は，CHANGE のまとめ・表現のプロセスを充実させる

こともできると考えた。例えば，模様デザイン会社をた

ちあげ学校を飾ることや，模様をあしらった物をつくる

ことなどである。図画工作科と CHANGE が，相互作用

的に学びを深められるようなカリキュラムを考えた。 

 

２．３．題材「もようをデザイン」の実際

２．３．１ 形カードのコレクション 

〜“おもしろい”形を見つけよう〜 

１人１台タブレットをもち，自分の中で「いいな」と

思う形を見つけ，撮影する。形は生き物に限定し，学校

の敷地内で見つける。外に勢いよく出て行った子どもか

らは，「この葉っぱ，いい形してる。」「ここから見る

と，おもしろい形に見える。」といったように，形見つ

けする様子が見られた（図４）。また，横や上，下から

覗き込むように，など，様々な角度から撮影している姿

も見られ，１つの同じ形でも，見る方向によってその形

の見え方が変わり，見え方が変化する面白さを感じなが

ら活動できている様子もあった。しかし，校内では植物

の種類が限られ，昆虫を撮影したい子は，動いたり小さ

かったりするため，明確な形を捉えられない問題がある。

そこで，図鑑からも探すことにした。 

上記のようにして集めた形を，透明のプラスチックカ

ードに写していく（図５）。線のみで，そのものの形を

なぞっていくことで，視覚でなんとなく捉えていた形を，

より細かく見たり，手の動きから感じたりしながら，そ

のものの形をより明確に捉えることができる。また，立

体であることによる奥行き感や色といった造形の要素

を取り除き，そのものの「形」をより明らかにすること

ができる。 

２．３．２ もようをつくろう

上記で集めたカードの中から，１枚，特にお気に入りの

形を選び，版にする。そして，その版をある一定の規則

性をもたせて並べていくことで，形を模様化していく。

それによりできたのは図６のようなものである。 

図６の模様を見て，「イルカショーをしているみたい。」

図４：形見つけをしている様子

図６：もよう（１）

図５：形カード
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と発言していた子どもがいた。この発言からは，形を並

べることで，その形の動きを感じ，自身が加えた操作に

より新たな意味を見出していることがわかる。形を複数

化し，並べることで，形の新たな魅力を感じるとともに，

模索している姿であるとも言える。 

次に，ペアで，２つの形を持ち寄って，模様作りを行

なった。この活動の際，個人で模様作りをしていた時に

はなかった模様の並べ方を思いつき，２つの形のイメー

ジがうまく合わさった並べ方の構成を思いつくことが

できていた（図７）。 

 
 
図 のペアは，形の濃さを，濃い・薄いの連続にした

り，形の並べ方を交互にしたり，多様な模様のつくり方

を試していた。その中で，図 の花の形をつくっていた

子どもは，前時の個人での模様づくりにおいて，あえて

何度も重ねて押すことで，花がふわふわと浮かんでいる

ように見えるということを発見していた。図 において

も，同じ表現が見られることから，表現方法に関する知

識が活用されていることがいえるとともに，ペアにより，

その表現の価値が共有されていることがわかる。また，

この表現により，鷹の形をつくった子どもは，「飛んでい

るみたい」と表現の価値づけをし，互いに，自身がもつ

形の意味や価値が更新されていく姿が確認できた。

上記のように，児童がそれぞれ異なるイメージからで

きた形を２つ組み合わせ，新たにできた形の意味や，価

値の模索が行われ，そして，形に関する感覚が更新され

ていくなかで，表現課題を自ら生み出し，その実現に向

けて形を媒介とし、他者と活発に対話を行いながら，活

動を進める姿が見られた。 

３．研究の成果と課題

題材の実践後，教室の床にある染みを見つけ，「これ，

ライオンみたい。」「ぼくは，千葉県の形に見えるよ。」

といった会話をしている様子が見られた。５年生になっ

て数ヶ月，同じ教室で過ごしてきて，目にしているはず

の染みに注目し，見立て遊びがはじまったのである。他

の図工の題材で校庭に出て行った時にも，「この形おも

しろい」と，今まで通り過ぎて行ったものに興味をむけ，

楽しむ場面が見られた。このような姿から，身の回りを

取り巻く世界の中から，自分なりの意味や価値を見出す

力が育まれていることを実感した。

上記のような事実から，１つの題材のみではなく，年

間を通し，創造的な見方・考え方を育むといった資質・

能力の視点からカリキュラムを考えたことの効果があ

ったと考えられる。

しかし， 図工科に独自の，また，それと同時に教科を

超えて広がっていく，教えと学びの方法にはまだまだ検

証が必要で，注目する必要がある。「自ら課題を生み出

す」資質・能力の育成が，他教科・多領域へと広がるこ

とを可能にするための手立てが探究される必要がある

だろう。

 
 

図７：もよう（２）

見通す力を育む理科学習 
 

富田 晃彦（和歌山大学教職大学院・教育学部） 
久保 文人（和歌山大学教育学部附属小学校） 

岡本 健太朗（和歌山市立宮北小学校） 
 
 
 本研究では、校内研究授業や学校での活動の機会を利用し、見通す力を育む理

科学習について、附属小学校、公立学校、大学の間の連携で議論を行うことを目

的とした。 
 
 附属小学校と大学の間では、久保教員の校内研究授業や教育研究発表会の機

会を活用して議論を進めた。久保教員による研究のまとめを次ページ以降に掲

載した。 
 
 和歌山市立宮北小学校と大学の間では、宮北小学校の加太での合宿において

の活動の機会を活用して議論を進めた。野外の星空観察を計画していたが曇天

のため、室内で Mitaka を上映する活動を行った。Mitaka とは、国立天文台 4
次元デジタル宇宙プロジェクトが開発している、天文学の様々な観測データや

理論的モデルを見るためのソフトウェアである。単に科学的な映像を楽しんで

もらうだけでなく、日常経験とつなげて考えること、学校の授業で得た知識や見

方とつなげて考えること、児童どうしが考えを出し合うこと、算数や社会など、

さまざまな教科や分野の見方で天文の内容を考えることで、見通しをもった深

い学びになることを、児童の観察から読みとった。また、質問や感想の手紙の交

換を 2 周回した。すべての児童にそれぞれの興味に感謝する形で個別に返事を

書くことで、児童の好奇心や見通す力が深まることを読みとった。 
 

─ 146 ─ ─ 147 ─


